
JP 4538483 B2 2010.9.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一ケースと、当該第一ケースに対向して設けられるディスプレイパネルを兼ねる振動
板との間の防水構造であって、
　前記振動板の前記第一ケース側を向く面に、フレキシブル配線基板を介して第一の弾性
部材が固定されており、
　前記第一の弾性部材が、前記第一ケースの前記振動板側を向く面でかつ前記振動板によ
り覆われる部分よりも外側に形成された溝部に圧入されていることを特徴とする防水構造
。
【請求項２】
　内部に前記振動板が配置される開口部を有し前記第一ケースを覆う第二ケースと、
　前記第一ケースと前記振動板との間に形成された空間内に収容される中ケースと、を備
え、
　前記振動板は、前記第二ケースの前記開口部内に配置され、
前記第一の弾性部材は、前記第二ケースによって固定されるとともに前記振動板と前記中
ケースとの間に配置されていることを特徴とする請求項１記載の防水構造。
【請求項３】
　前記振動板と前記第一ケースとは、第二の弾性部材を介して段付きネジで固定されてい
ることを特徴とする請求項１記載の防水構造。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第一ケースと、第一ケースに対向して設けられるディスプレイパネルを兼ね
る振動板との間の防水構造及びその防水構造を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般にパネルスピーカは、パネルや筐体をアクチュエータ等の駆動源によって振動させ
ることによって音を出すことができる構成であるため、放音孔が必要なく防水に適してい
るように思われる。しかしながら、実際は、パネルや筐体を振動させるためにこれらを強
固に固定することができず密閉構造をとることが困難であった。
　そこで、例えば特許文献１に示すように、フラットパネルスピーカの実装構造として、
振動板は、所定の部位にアクチュエータモジュールが取り付けられ、かつ、シリコーンゴ
ムからなる枠状のガスケット部材を介してフロントケースに取り付けられて構成されてい
る。ガスケット部材は、枠状の両面粘着シートを介して、振動板とフロントケースの載置
面にそれぞれ接着され、これによって振動板の振動を妨げずに水分等の侵入を防止してい
る。
【特許文献１】特開２００６－１６６０２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１では、振動板、ガスケット部材及びフロントケースが積
層で接着されているので、厚さが厚く、また、上記特許文献１の構造では本格的な防水を
考えた場合、フロントケースとリアカバー間の防水構造も考える必要がある。
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、構造の単純化及び薄型化を図れ、防水性
能の高い防水構造及び電子機器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するため、請求項１の発明は、第一ケースと、当該第一ケースに対向し
て設けられるディスプレイパネルを兼ねる振動板との間の防水構造であって、
　前記振動板の前記第一ケース側を向く面に、フレキシブル配線基板を介して第一の弾性
部材が固定されており、
　前記第一の弾性部材が、前記第一ケースの前記振動板側を向く面でかつ前記振動板によ
り覆われる部分よりも外側に形成された溝部に圧入されていることを特徴とする。
【０００５】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の防水構造において、
　内部に前記振動板が配置される開口部を有し前記第一ケースを覆う第二ケースと、
　前記第一ケースと前記振動板との間に形成された空間内に収容される中ケースと、を備
え、
　前記振動板は、前記第二ケースの前記開口部内に配置され、
　前記第一の弾性部材は、前記第二ケースによって固定されるとともに前記振動板と前記
中ケースとの間に配置されていることを特徴とする。
【０００６】
　請求項３の発明は、請求項１に記載の防水構造において、
　前記振動板と前記第一ケースとは、第二の弾性部材を介して段付きネジで固定されてい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、防水性能の高いパネルスピーカを実現でき、また、構造の単純化及び
薄型化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を用いて説明する。但し、以下
に述べる実施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付されて
いるが、発明の範囲を以下の実施形態及び図示例に限定するものではない。なお、以下の
説明では本発明の防水構造を、折り畳み式携帯電話機（電子機器）に適用した場合を説明
する。
［第一の実施形態］
　図１は、表示部側筐体１００の斜視図、図２は、表示部側筐体１００の分解斜視図、図
３は、図１の切断線III－IIIに沿って切断した際の矢視断面図、図４は、図１の切断線IV
－IVに沿って切断した際の矢視断面図である。
　なお、以下の説明で上下方向とは図３を基準として説明する。
　折り畳み式携帯電話機（図示しない）は、液晶ディスプレイ等を含む表示部ユニット７
を有する表示部側筐体１００と、操作キー群が設けられた操作部側筐体（図示しない）と
がヒンジ構造によって回動可能に連結されている。
　表示部側筐体１００は、閉じた際に外側を向く第一ケース１と、第一ケース１に対向し
て設けられて閉じた際に内側を向く振動板２と、振動板２の第一ケース１側を向く下面に
一体化された第一の弾性部材３と、を備える。また、表示部側筐体１００は、内部に振動
板２が配置される開口部４２を有し、第一ケース１を上方から覆う第二ケース４と、第一
ケース１と振動板２との間に形成された空間５内に収容される中ケース６と、を備える。
【００１４】
　第一ケース１は、下向きに窪む凹部１１を有し、この凹部１１と振動板２とによって中
ケース６、表示部ユニット７及び駆動デバイス８等が収容される空間５が形成される。第
一ケース１の上端面には、第一の弾性部材３が圧入される溝部１２が矩形枠状に形成され
ている。溝部１２を形成する内壁部１２１は、外壁部１２２よりもその上端が若干低くな
っており、この内壁部１２１の上端及び中ケース６の上端を跨って第一の弾性部材３が配
置されている。
【００１５】
　振動板２は、ディスプレイパネルを兼ねており、略矩形板状をなし、下面にアクチュエ
ータ等のパネルスピーカの駆動デバイス８が固定されている。駆動デバイス８は、振動板
２にのみ固定されており、中ケース６には貼り付け固定されておらず中ケース６側とはフ
リーの状態となっている。このように駆動デバイス８を振動板２にのみ固定するのは、駆
動デバイス８は往復運動ではなく、振動板２を曲げる動作を生み、その共振動作により音
を発生させる原理なためである。駆動デバイス８自体が自由に可変でき、その振動を振動
板２に伝達することが必要なため、図示しないが電気的な接続もフレキシブルなケーブル
によってなされている。
　また、振動板２の下面縁部から外周縁に架けて、第一の弾性部材３が一体化されている
。
【００１６】
　第一の弾性部材３は、例えばゴムパッキン等からなり、振動板２の外周縁に沿った略矩
形枠状をなしている。そして、第一の弾性部材３は、後述の第二ケース４と振動板２との
間に狭持される狭持部３１と、狭持部３１から振動板２の下面側に延出して中ケース６の
上端及び溝部１２を形成する内壁部１２１に跨って配置される延出部３２と、延出部３２
の外側の先端部に設けられて第一ケース１の溝部１２に圧入される凸部３３と、を備える
。凸部３３には、溝部１２を形成する壁面（外壁部１２２）を押圧する突起３４が形成さ
れており、これによって第一の弾性部材３の溝部１２からの抜けを防止している。突起３
４は、図４に示すように、凸部３３の先端に向けて先細となるように漸次傾斜して形成さ
れ、断面視略楔形をなしている。
　このような第一の弾性部材３は振動板２と一体に形成されている。一体化させる方法と
しては、例えばインサート成形による熱溶着や自己接着性のある材料を用いた二色成形等
が挙げられるが、隙間無く、剥離強度があれば特に限定されるものではない。
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【００１７】
　第二ケース４は、上向きに窪む凹部４１を有し、この凹部４１に振動板２及び第一の弾
性部材３の狭持部３１が嵌め込まれる開口部４２が形成されている。第二ケース４の開口
部４２を形成する内壁面と振動板２の外周縁によって狭持部３１が狭持されている。
また、第二ケース４の凹部４１には、溝部１２を形成する外壁部１２２に係合するための
係合部４５が形成されている。
【００１８】
　第二ケース４の凹部４１内（第一ケース１と振動板２とによって形成される空間５内）
には、中ケース６が収容されている。中ケース６は、第一ケース１と同様に下向きに窪む
凹部６１を有し、この中ケース６の凹部６１内に、液晶ディスプレイ等の表示部や、表示
部を駆動させる駆動回路や電源等を含む表示ユニット７が収容され、また、振動板２の下
面に固定された駆動デバイス８が収容されている。
【００１９】
　また、図１及び図２に示すように、第二ケース４の外側面の四つの角部には、該外側面
を貫通するネジ穴４３，４３，…が形成されている。これらネジ穴４３，４３，…に対応
する第一ケース１の外側面にも、ネジ１０がねじ込まれるネジ穴１３，１３，…が形成さ
れている。そして、ネジ穴４３，４３，…、１３，１３，…にネジ１０，１０，…がねじ
込まれることによって第一ケース１及び第二ケース４が固定されている。
　以上のように構成された表示部側筐体１００は、駆動デバイス８が駆動することによっ
て振動板２が振動しスピーカとして機能する。
【００２０】
　次に、上述の表示部側筐体１００の組み立て方について説明する。
　予め、周知のインサート成形等により振動板２の下面縁部及び外周縁に沿って第一の弾
性部材３を一体化しておく。次いで、この振動板２の下面に駆動デバイス８を両面テープ
（図示しない）で固定する。
　一方、第一ケース１の凹部１１内に中ケース６及び表示ユニット７を収容する。さらに
、第一ケース１の溝部１２に第一の弾性部材３の凸部３３を圧入し、振動板２によって中
ケース６の上方を覆う。そして、第二ケース４の係合部４５を第一ケース１の外壁部１２
２に係合させることにより、第二ケース４を第一ケース１に嵌め合わせるとともに、第二
ケース４の開口部４２内に振動板２及び第一の弾性部材３を配置させて、第二ケース４で
第一ケース１を覆う。最後に、第二ケース４に形成されたネジ穴４３，４３，…から第一
ケース１のネジ穴１３，１３，…にネジ１０，１０，…をねじ込むことによって第一ケー
ス１と第二ケース２とを固定する。
【００２１】
　以上のように、振動板２の第一ケース１側を向く下面に第一の弾性部材３が一体化され
ており、第一の弾性部材３が第一ケース１の振動板２側を向く上面に形成された溝部１２
に圧入されるので、溝部１２に第一の弾性部材３を圧入することによって、振動板２と第
一ケース１との間を防水することができる。よって、第一ケース１と第二ケース４との圧
縮によらない防水を図ることができるとともに、パネルスピーカを実現することができる
。また、振動板２と第一の弾性部材３とが一体化されているので、部品点数の削減、構造
の単純化を図ることができ、さらに薄型化を図ることができる。
　開口部４２を有し第一ケース１を覆う第二ケース４と、第一ケース１と振動板２との間
に形成された空間５内に収容される中ケース６と、を備え、第一の弾性部材３が第二ケー
ス４によって固定されるとともに振動板２と中ケース６との間に配置されるので、第一の
弾性部材３と中ケース６とによって、振動板２の表面からの異常加重と可動性を確保する
ことができる。
【００２２】
［第二の実施形態］
　図５は、表示部側筐体１００Ａの分解斜視図、図６は、図５における表示部側筐体１０
０Ａを組み立てた状態において切断線VI－VIに沿って切断した際の矢視断面図である。
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　なお、以下の説明で上下方向とは図６を基準として説明する。
　第二の実施形態では、第一の実施形態と異なり、第二ケースを有しておらず、振動板２
Ａと第一ケース１Ａとが直接固定されている。
　具体的に、表示部側筐体１００Ａは、第一ケース１Ａと、第一ケース１Ａに対向して設
けられてディスプレイパネルを兼ねる振動板２Ａと、振動板２Ａの第一ケース１Ａ側を向
く下面に一体化された第一の弾性部材３Ａと、を備える。
【００２３】
　第一ケース１Ａは、第一の実施形態の第一ケース１と同様に下向きに窪む凹部１１Ａを
有し、凹部１１Ａと振動板２Ａとによって表示部ユニット７Ａ及び駆動デバイス（図示し
ない）が収容される空間５Ａが形成される。第一ケース１Ａの上端面には、第一の弾性部
材３Ａが圧入される溝部１２Ａが矩形枠状に形成されている。溝部１２Ａを形成する内壁
部１２１Ａは、外壁部１２２Ａよりもその上端が若干低くなっており、この内壁部１２１
Ａの上端に第一の弾性部材３Ａが載置されている。
【００２４】
　振動板２Ａは、第一ケース１Ａの上面と略同じ大きさをなした略矩形板状であり、下面
に駆動デバイスが固定されている。駆動デバイスは第一の実施形態の駆動デバイス８と同
様に固定されている。
　また、振動板２Ａの下面縁部には略矩形枠状の第一の弾性部材３Ａが一体化されている
。
【００２５】
　第一の弾性部材３Ａは、例えばゴムパッキン等からなり、矩形枠状をなし、振動板２Ａ
の外周縁側には延出していない。そして、第一の弾性部材３Ａは、断面視略Ｌ字型をなし
、溝部１２Ａを形成する内壁部１２１Ａの上端に載置される載置部３１Ａと、第一ケース
１Ａの溝部１２Ａに嵌め込まれる凸部３３Ａと、を備える。凸部３３Ａには、溝部１２Ａ
を形成する壁面（外壁部１２２Ａ）を押圧する断面視略楔形の突起３４Ａが形成され、こ
れによって第一の弾性部材３Ａの溝部１２Ａからの抜けを防止している。
　このような第一の弾性部材３Ａは振動板２Ａの下面に上述した方法により一体に形成さ
れている。
【００２６】
　第一ケース１Ａの凹部１１Ａ内（第一ケース１Ａと振動板２Ａとによって形成される空
間５Ａ内）には、表示ユニット７Ａ（図６にのみ図示）や振動板２Ａの下面に固定された
駆動デバイスが収容されている。
【００２７】
　また、振動板２Ａの上面の四つの角部には、該上面を貫通するネジ穴２１Ａ，２１Ａ，
…が形成されている。また、これらネジ穴２１Ａ，２１Ａ，…に対応する第一ケース１Ａ
の上端面にも、段付きネジ１０Ａ，１０Ａ，…がねじ込まれるネジ穴１３Ａ，１３Ａ，…
が形成されている。ネジ穴１３Ａ，１３Ａ，…は、溝部１２Ａの外側に配置されている。
そして、各ネジ穴２１Ａ，２１Ａ，…、１３Ａ，１３Ａ，…に段付きネジ１０Ａ，１０Ａ
，…が第二の弾性部材９Ａ，９Ａ，…を介してねじ込まれることによって振動板２Ａ及び
第一ケース１Ａが固定されている。段付きネジ１０Ａは、図６に示すように、第一ケース
１Ａと振動板２Ａとの境界部分において段差部１０１Ａが形成されており、第一ケース１
Ａのネジ穴１３Ａにねじ込まれる部分は、振動板２Ａのネジ穴２１Ａにねじ込まれる部分
よりも径が小さくなっている。
　第二の弾性部材９Ａは、例えばクッション性のあるゴム等であり、段付きネジ１０Ａの
頭部１０２Ａと振動板２Ａとの間に狭持されることにより、振動を許容しながら段付きネ
ジ１０Ａの外れを防止している。また、段付きネジ１０Ａの段差部１０１Ａによって振動
板２Ａと第一ケース１Ａとの境界部分に一定の隙間Ｓが形成され、これによって振動板２
Ａの振動の妨げとなることを防止している。
　以上のように構成された表示部側筐体１００Ａは、駆動デバイスが駆動することによっ
て振動板２Ａが振動しスピーカとして機能する。
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【００２８】
　次に、上述の表示部側筐体１００Ａの組み立て方について説明する。
　予め、周知のインサート成形等により振動板２Ａの下面の所定位置に第一の弾性部材３
Ａを一体化しておく。次いで、この振動板２Ａの下面に駆動デバイスを両面テープで固定
する。
　一方、第一ケース１Ａの凹部１１Ａ内に表示ユニット７Ａを収容する。さらに、第一ケ
ース１Ａの溝部１２Ａに第一の弾性部材３Ａの凸部３３Ａを圧入し、振動板２Ａによって
第一ケース１Ａの上方を覆う。そして、段付きネジ１０Ａ，１０Ａ，…を第二の弾性部材
９Ａ，９Ａ，…を介して振動板２Ａのネジ穴２１Ａ，２１Ａ，…から第一ケース１Ａのネ
ジ穴１３Ａ，１３Ａ，…に段付きネジ１０Ａ，１０Ａ，…をねじ込むことによって振動板
２Ａと第一ケース１Ａとを固定する。
【００２９】
　以上のように、振動板２Ａの第一ケース１Ａ側を向く下面に第一の弾性部材３Ａが一体
化されており、第一の弾性部材３Ａが第一ケース１Ａの振動板２Ａ側を向く上面に形成さ
れた溝部１２Ａに圧入されるので、溝部１２Ａに第一の弾性部材３Ａを圧入することによ
って、振動板２Ａと第一ケース１Ａとの間を防水することができる。よって、第一ケース
１Ａと振動板２Ａとの圧縮によらない防水を図ることができるとともに、パネルスピーカ
を実現することができる。また、振動板２Ａと第一の弾性部材３Ａとが一体化されている
ので、部品点数の削減、構造の単純化を図ることができ、さらに薄型化を図ることができ
る。
　また、振動板２Ａと第一ケース１Ａとは、第二の弾性部材９Ａを介して段付きネジ１０
Ａで固定されるので、新たなデザインの実現を図ることができ、また、第一の実施形態の
ように第二ケースを必要としないため、部品点数の削減、構造の単純化及び薄型化をより
一層図ることができる。
【００３０】
　［第三の実施形態］
　図７は、表示部側筐体１００Ｂの斜視図、図８は、表示部側筐体１００Ｂの分解斜視図
、図９は、図７の切断線IX－IXに沿って切断した際の矢視断面図、図１０は、図７の切断
線X－Xに沿って切断した際の矢視断面図である。
　なお、以下の説明で上下方向とは図９を基準として説明する。
　第三の実施形態では、第一の実施形態と異なり、第一の弾性部材３Ｂがフィルムである
フレキシブル配線基板１４Ｂを介して振動板２Ｂの下面に固定されており、フレキシブル
配線基板１４Ｂと第一の弾性部材３Ｂが一体化されている。
　具体的に、表示部側筐体１００Ｂは、第一ケース１Ｂと、第一ケース１Ｂに対向して設
けられてディスプレイパネルを兼ねる振動板２Ｂと、振動板２Ｂの第一ケース１Ｂ側を向
く下面に固定された第一の弾性部材３Ｂと、を備える。また、表示部側筐体１００Ｂは、
内部に振動板２Ｂが配置される開口部４２Ｂを有し、第一ケース１Ｂを上方から覆う第二
ケース４Ｂと、第一ケース１Ｂと振動板２Ｂとの間に形成された空間５Ｂ内に収容される
中ケース６Ｂと、を備える。
【００３１】
　第一ケース１Ｂは、第一の実施形態の第一ケース１と同様に、凹部１１Ｂを有し、第一
ケース１Ｂの上端面には溝部１２Ｂが矩形枠状に形成されている。また、溝部１２Ｂを形
成する内壁部１２１Ｂは、外壁部１２２Ｂよりもその上端が若干低くなっており、この内
壁部１２１Ｂの上端及び中ケース６Ｂの上端を跨って第一の弾性部材３Ｂが配置されてい
る。
【００３２】
　振動板２Ｂは、第一の実施形態の振動板２と同様に、略矩形板状をなし、下面に駆動デ
バイス８Ｂが固定されている。
　また、振動板２Ｂの下面縁部には、略矩形枠状の第一の弾性部材３Ｂがフレキシブル配
線基板１４Ｂを介して両面テープ１５Ｂによって固定されている。
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【００３３】
　第一の弾性部材３Ｂは、例えばゴムパッキン等からなり、矩形枠状をなしている。そし
て、第一の弾性部材３Ｂは、第二ケース４Ｂの凹部４１Ｂに当接する当接部３５Ｂと、当
接部３５Ｂから振動板２Ｂの下面側に延出して中ケース６Ｂの上端及び溝部１２Ｂを形成
する内壁部１２１Ｂの上端に跨って配置される延出部３２Ｂと、延出部３２Ｂの外側の先
端部に設けられて第一ケース１Ｂの溝部１２Ｂに圧入される凸部３３Ｂと、を備える。凸
部３３Ｂには、溝部１２Ｂを形成する壁面（外壁部１２２Ｂ）を押圧する突起３４Ｂが形
成されており、これによって第一の弾性部材３Ｂの溝部１２Ｂからの抜けを防止している
。
このような第一の弾性部材３Ｂはフレキシブル配線基板１４Ｂと一体化されている。一体
化させる方法としては、例えばインサート成形による熱溶着や自己接着性のある材料を用
いた二色成形等が挙げられるが、隙間無く、剥離強度があれば特に限定されるものではな
い。
フレキシブル配線基板１４Ｂは、図８及び図９に示すように、第一の弾性部材３Ｂの上面
に沿って枠状に形成され、その一部は、第一の弾性部材３Ｂの当接部３５Ｂを貫通して第
一の当接部３Ｂの枠内から枠外へと外側に延出している。この延出した部分はさらに第一
ケース１Ｂ及び第二ケース４Ｂの外側に引き出されている。
【００３４】
　第二ケース４Ｂは、上向きに窪む凹部４１Ｂを有し、この凹部４１Ｂに振動板２Ｂが嵌
め込まれる開口部４２Ｂが形成されている。また、第二ケース４Ｂの凹部４１Ｂには、第
一ケース３Ｂの溝部１２Ｂを形成する外壁部１２２Ｂに係合するための係合部４５Ｂが形
成されている。さらに、第二ケース４Ｂの一部は、フレキシブル配線基板１４Ｂを外側に
引き出すために切り欠かれた引き出し穴４４Ｂが形成されている。
【００３５】
　第一ケース１Ｂの凹部１１Ｂ内（第一ケース１Ｂと振動板２Ｂとによって形成される空
間５Ｂ内）には、表示ユニット７Ｂの液晶ディスプレイや駆動デバイス８Ｂなどの駆動回
路を有する基板１６Ｂ、下向きに窪む凹部６１Ｂを有する中ケース６Ｂが、下から順に収
容され、中ケース６Ｂの凹部６１Ｂ内にはさらに表示ユニット７Ｂや振動板２Ｂの下面に
固定された駆動デバイス８Ｂが収容されている。なお、中ケース６Ｂには、中ケース６Ｂ
の下面に配置された基板１６Ｂが露出するように開口穴６２Ｂが形成されており、この開
口穴６２Ｂから露出した基板１６Ｂにフレキシブル配線基板１４Ｂが接続されている（図
９参照）。
【００３６】
　また、第二ケース４Ｂの外側面の四つの角部には、該外側面を貫通するネジ穴４３Ｂ，
４３Ｂ，…が形成されている。また、これらネジ穴４３Ｂ，４３Ｂ，…に対応する第一ケ
ース１Ｂの外側面にも、ネジ１０Ｂ，１０Ｂ，…がねじ込まれるネジ穴１３Ｂ，１３Ｂ，
…が形成されている。そして、ネジ穴４３Ｂ，４３Ｂ，…、１３Ｂ，１３Ｂ，…にネジ１
０Ｂ，１０Ｂ，…がねじ込まれることによって第一ケース１Ｂ及び第二ケース４Ｂが固定
されている。
　以上のように構成された表示部側筐体１００Ｂは、駆動デバイス８Ｂが駆動することに
よって振動板２Ｂが振動しスピーカとして機能する。
【００３７】
　次に、上述の表示部側筐体１００Ｂの組み立て方について説明する。
　予め、周知のインサート成形等により第一の弾性部材３Ｂとフレキシブル配線基板１４
Ｂとを一体化しておく。次いで、振動板２Ｂの下面に、フレキシブル配線基板１４Ｂと一
体化した第一の弾性部材３Ｂを両面テープ１５Ｂで固定する。また、この振動板２Ｂの下
面に駆動デバイス８Ｂを両面テープで固定する。
　一方、第一ケース１Ｂの凹部１１Ｂ内に、基板１６Ｂ、中ケース６Ｂ及び表示ユニット
７Ｂを収容する。さらに、第一ケース１Ｂの溝部１２Ｂに第一の弾性部材３Ｂの凸部３３
Ｂを圧入する。そして、第二ケース４Ｂを第一の弾性部材３Ｂの当接部３５Ｂに当接させ
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、係合部４５Ｂを外壁部１２２Ｂに係合させるとともに、第二ケース４Ｂの開口部４２Ｂ
内に振動板２Ｂを配置させることによって第二ケース４Ｂで第一ケース１Ｂを覆う。この
とき、引き出し穴４４Ｂからフレキシブル配線基板１４Ｂの一部を引き出しておく。最後
に、第二ケース４Ｂの外側面に形成されたネジ穴４３Ｂ，４３Ｂ，…から第一ケース１Ｂ
のネジ穴１３Ｂ，１３Ｂ，…にネジ１０Ｂ，１０Ｂ，…をねじ込むことによって第一ケー
ス１Ｂと第二ケース４Ｂとを固定する。
【００３８】
　以上のように、振動板２Ｂの第一ケース１Ｂ側を向く下面に、フィルムであるフレキシ
ブル配線基板１４Ｂを介して第一の弾性部材３Ｂが一体化され、第一の弾性部材３Ｂが第
一ケース１Ｂの振動板２Ｂ側を向く上面に形成された溝部１２Ｂに圧入されるので、溝部
１２Ｂに第一の弾性部材３Ｂを圧入することによって、振動板２Ｂと第一ケース１Ｂとの
間を防水することができる。よって、第一ケース１Ｂと第二ケース４Ｂとの圧縮によらな
い防水を図ることができるとともに、パネルスピーカを実現することができる。また、振
動板２Ｂと第一の弾性部材３Ｂとが一体化されているので、部品点数の削減、構造の単純
化を図ることができ、さらに薄型化を図ることができる。
　また、振動板２Ｂの下面にフレキシブル配線基板１４Ｂを介して第一の弾性部材３Ｂが
一体化されているので、振動板２Ｂの裏面印刷がし易く、裏面印刷の工程上の傷つきも防
止することができる。
　特に、フィルムとしてフレキシブル配線基板１４Ｂを使用したので、第一ケース１Ｂの
外部への配線の引き出しが可能となるだけでなく、配線部の独立した防水構造を削減する
ことができる。
　また、開口部４２Ｂを有し第一ケース１Ｂを覆う第二ケース４Ｂと、第一ケース４Ｂと
振動板２Ｂとの間に形成された空間５Ｂ内に収容される中ケース６Ｂと、を備え、第一の
弾性部材３Ｂが第二ケース４Ｂによって固定されるとともに振動板２Ｂと中ケース６Ｂと
の間に配置されるので、第一の弾性部材３Ｂと中ケース６Ｂとによって、振動板２Ｂの表
面からの異常加重と可動性を確保することができる。
【００３９】
［第四の実施形態］
　図１１は、表示部側筐体１００Ｃの分解斜視図、図１２は、図１１における表示部側筐
体１００Ｃを組み立てた状態において切断線XII－XIIに沿って切断した際の矢視断面図で
ある。
　なお、以下の説明で上下方向とは図１２を基準として説明する。
　第四の実施形態では、第三の実施形態において、フレキシブル配線基板１４Ｂを単なる
フィルム１７Ｃとして、フィルム１７Ｃと第一の弾性部材３Ｃとが一体化された場合であ
り、その他の構成は第三の実施形態と同様のため、同様の構成部分には同様の数字に英字
Ｃを付してその説明は省略する。
　フィルム１７Ｃは、第一の弾性部材３Ｃの延出部３２Ｃの上面で、当接部３５Ｃよりも
内側に位置しており、このフィルム１７Ｃと第一の弾性部材３Ｃとが周知の方法により一
体化されている。さらに、フィルム１７Ｃの上面と振動板２Ｃの下面とが両面テープ１５
Ｃを介して固定されている。
　なお、この表示部側筐体１００Ｃの組み立て方も基本的に第三の実施形態と同様である
ため、その説明を省略する。
【００４０】
［第五の実施形態］
　図１３は、表示部側筐体１００Ｄの分解斜視図、図１４は、図１３における表示部側筐
体１００Ｄを組み立てた状態において切断線XIV－XIVに沿って切断した際の矢視断面図、
図１５は、図１３の切断線XV－XVに沿って切断した際の矢視断面図である。
　なお、以下の説明で上下方向とは図１４を基準として説明する。
　第五の実施形態では、第三の実施形態と同様に、第一の弾性部材３Ｄがフィルムである
フレキシブル配線基板１４Ｄを介して振動板２Ｄの下面に固定されており、フレキシブル
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配線基板１４Ｄと第一の弾性部材３Ｄが一体化されている。また、第二の実施形態と同様
に、第二ケースを有しておらず、振動板２Ｄと第一ケース１Ｄとが直接固定されている。
　具体的に、表示部側筐体１００Ｄは、第一ケース１Ｄと、第一ケース１Ｄに対向して設
けられてディスプレイパネルを兼ねる振動板２Ｄと、振動板２Ｄの第一ケース１Ｄ側を向
く下面にフィルムであるフレキシブル配線基板１４Ｄを介して固定された第一の弾性部材
３Ｄと、を備える。
【００４１】
　第一ケース１Ｄは、第二の実施形態の第一ケース１Ａと同様のものであり、凹部１１Ｄ
を有し、第一ケース１Ｄの上端面には溝部１２Ｄが矩形枠状に形成されている。また、溝
部１２Ｄを形成する内壁部１２１Ｄは、外壁部１２２Ｄよりもその上端が若干低くなって
おり、この内壁部１２１Ｄの上端に第一の弾性部材３Ｄが載置されるようになっている。
【００４２】
　振動板２Ｄも、第二の実施形態の振動板２Ａと同様のものであり、第一ケース１Ｄの上
面と略同じ大きさをなした略矩形板状であり、下面に駆動デバイス（図示しない）が固定
されている。
　また、振動板２Ｄの下面縁部には、略矩形枠状の第一の弾性部材３Ｄがフレキシブル配
線基板１４Ｄを介して両面テープ１５Ｄによって固定されている。
【００４３】
　第一の弾性部材３Ｄは、第二の実施形態の第一の弾性部材３Ａと同様のものであり、載
置部３１Ｄと、凸部３３Ｄと、を備え、凸部３３Ｄには突起３４Ｄが形成されている。
　このような第一の弾性部材３Ｄの上面にフレキシブル配線基板１４Ｄが上記インサート
成形等により一体化されている。
　フレキシブル配線基板１４Ｄは、図１３～図１５に示すように、第一の弾性部材３Ｄの
上面に沿って枠状に形成され、その一部は、第一の弾性部材３Ｄの枠内から枠外へ延出し
、延出した部分はさらに第一ケース１Ｄの外側に引き出されている。
【００４４】
　第一ケース１Ｄの凹部１１Ｄ内（第一ケース１Ｄと振動板２Ｄとによって形成される空
間５Ｄ内）には、表示ユニット（図示しない）や振動板２Ｄの下面に固定された駆動デバ
イスが収容されている。また、表示ユニットの液晶ディスプレイや駆動デバイスなどの駆
動回路を有する基板（図示しない）も第三の実施形態と同様に収容されている。
【００４５】
　また、振動板２Ｄの上面には、第二の実施形態と同様に四つのネジ穴２１Ｄ，２１Ｄ，
…が形成され、第一ケース１Ｄの上端面にも四つのネジ穴１３Ｄ，１３Ｄ，…が形成され
ている。そして、ネジ穴２１Ｄ，２１Ｄ，…、１３Ｄ，１３Ｄ，…に段付きネジ１０Ｄ，
１０Ｄ，…が第二の弾性部材９Ｄ，９Ｄ，…を介してねじ込まれることによって振動板２
Ｄ及び第一ケース１Ｄが固定されている。段付きネジ１０Ｄ、第二の弾性部材９Ｄは、第
二の実施形態の段付きネジ１０Ａ、第二の弾性部材９Ａと同様のものである。
　以上のように構成された表示部側筐体１００Ｄは、駆動デバイスが駆動することによっ
て振動板２Ｄが振動しスピーカとして機能する。
【００４６】
　次に、上述の表示部側筐体１００Ｄの組み立て方について説明する。
　予め、周知のインサート成形等により第一の弾性部材３Ｄとフレキシブル配線基板１４
Ｄとを一体化しておく。次いで、振動板２Ｄの下面に、フレキシブル配線基板１４Ｄと一
体化した第一の弾性部材３Ｄを両面テープ１５Ｄで固定する。また、この振動板２Ｄの下
面に駆動デバイスを両面テープで固定する。
　一方、第一ケース１Ｄの凹部１１Ｄ内に、基板及び表示ユニットを収容する。さらに、
第一ケース１Ｄの溝部１２Ｄに第一の弾性部材３Ｄの凸部３３Ｄを圧入し、振動板２Ｄに
よって第一ケース１Ｄ及び中ケースの上方を覆う。そして、段付きネジ１０Ｄ，１０Ｄ，
…を第二の弾性部材９Ｄ，９Ｄ，…を介して振動板２Ｄのネジ穴２１Ｄ，２１Ｄ，…から
第一ケース１Ｄのネジ穴１３Ｄ，１３Ｄ，…に段付きネジ１０Ｄ，１０Ｄ，…をねじ込む
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ことによって振動板２Ｄと第一ケース１Ｄとを固定する。
【００４７】
　以上のように、振動板２Ｄの第一ケース１Ｄ側を向く下面に、フィルムであるフレキシ
ブル配線基板１４Ｄを介して第一の弾性部材３Ｄが一体化され、第一の弾性部材３Ｄが第
一ケース１Ｄの振動板２Ｄ側を向く上面に形成された溝部１２Ｄに圧入されるので、溝部
１２Ｄに第一の弾性部材３Ｄを圧入することによって、振動板２Ｄと第一ケース１Ｄとの
間を防水することができる。よって、第一ケース１Ｄと振動板２Ｄとの圧縮によらない防
水を図ることができるとともに、パネルスピーカを実現することができる。また、振動板
２Ｄと第一の弾性部材３Ｄとが一体化されているので、部品点数の削減、構造の単純化を
図ることができ、さらに薄型化を図ることができる。
　また、振動板２Ｄの下面にフレキシブル配線基板１４Ｄを介して第一の弾性部材３Ｄが
一体化されているので、振動板２Ｄの裏面印刷がし易く、裏面印刷の工程上の傷つきも防
止することができる。
　特に、フィルムとしてフレキシブル配線基板１４Ｄを使用したので、第一ケース１Ｄの
外部への配線の引き出しが可能となるだけでなく、配線部の独立した防水構造を削減する
ことができる。
　また、振動板２Ｄと第一ケース１Ｄとは、第二の弾性部材９Ｄを介して段付きネジ１０
Ｄで固定されるので、新たなデザインの実現を図ることができ、また、第三の実施形態の
ように第二ケースを必要としないため、部品点数の削減、構造の単純化を図ることができ
、さらに薄型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第一の実施形態における表示部側筐体１００の斜視図である。
【図２】本発明の第一の実施形態における表示部側筐体１００の分解斜視図である。
【図３】図１の切断線III－IIIに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図４】図１の切断線IV－IVに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図５】本発明の第二の実施形態における表示部側筐体１００Ａの分解斜視図である。
【図６】図５における表示部側筐体１００Ａを組み立てた状態において切断線VI－VIに沿
って切断した際の矢視断面図である。
【図７】本発明の第三の実施形態における表示部側筐体１００Ｂの斜視図である。
【図８】本発明の第三の実施形態における表示部側筐体１００Ｂの分解斜視図である。
【図９】図７の切断線IX－IXに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図１０】図７の切断線X－Xに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図１１】本発明の第四の実施形態における表示部側筐体１００Ｃの分解斜視図である。
【図１２】図１１における表示部側筐体１００Ｃを組み立てた状態において切断線XII－X
IIに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図１３】本発明の第五の実施形態における表示部側筐体１００Ｄの分解斜視図である。
【図１４】図１３における表示部側筐体１００Ｄを組み立てた状態において切断線XIV－X
IVに沿って切断した際の矢視断面図である。
【図１５】図１３の切断線XV－XVに沿って切断した際の矢視断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　第一ケース
２，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ　振動板
３，３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，３Ｄ　第一の弾性部材
４，４Ｂ，４Ｃ　第二ケース
５，５Ａ，５Ｂ，５Ｃ，５Ｄ　空間
６，６Ｂ，６Ｃ，　中ケース
９Ａ，９Ｄ　第二の弾性部材
１０Ａ，１０Ｄ　段付きネジ
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１２，１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ，１２Ｄ　溝部
１４Ｂ，１４Ｄ　フレキシブル配線基板
１７Ｃ　フィルム
４２，４２Ｂ，４２Ｃ　開口部
１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００Ｄ　表示部側筐体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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